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チレニアイガイ,和歌山県田辺湾で1994年夏期に全滅

久　保　田 信*

Shin Kubota: Annihilation record of a blue mussel in summer of 1994 in Tanabe Bay, Wakayama Prefecture

は　じ　め　に

移入種チレニアイガイMytilus edulisgalloprovincialis

Lamarck(軟体動物門,二枚貝綱,イガイ目)は,北海

道から九州にかけての日本各地の沿岸,特に内湾部にご

く普通に分布する(Kubota, 1992 ;久保田・山本・能

崎, 1995)ォ,本種は汚損生物としてもよく知られ,水産

業や発電所関係などで問題となることも多く,繁殖力は

旺盛で,成長も早い。ところが,和歌山県田辺湾でこの5年

間(1992年1月-1997年1月)に一度だけ生じた現象で

あるが, 1994年の夏期に湾内全体のチレニアイガイが全

滅した(Kubota, 1994, 1996参照)。生物としてある環

境要因に対しては限界があるのは当然のことであるの

で,過去にこのような全滅が田辺湾全体でおこったこと

もあるにちがいない。ただし,かつての田辺湾内は透明

度がよく,イシサンゴ類が普通に生息するような外洋の

性格を帯びた海域であったので,その時期にはチレニア

イガイは生息することが困難であっただろう。例えば

KOmai and Ikari (1929)は当時の動物相を簡潔に解説

しているが,本種について何の言及もしていない。また,

1981年1月に著者がはじめて白浜で採集・調査をした際

には本種を発見するのがたいへん困難であった

(Kubota, 1983)0

ところで,本種の大量死は,九州の沿岸(KUBOTA,

1996)やイタリアのイオニア海でも生じている

(Pirainoetal., 1994)c　よって,本現象は田辺湾に限っ

たものではないが,生物学的な-記録として報告する。

なお,本種の分類学上の取扱いについては古くから問

題となっており,日本でもさまざまな角度から問題点が

指摘されている。これらについては次に示す最近の文献

などを参考にして頂きたい(西川, 1997;奥谷, 1996),

田辺湾産チレ二アイガイの消滅記録(1994年)

田辺湾でチレニアイガイが全滅する兆しがみえ始めた

ことに気がついたのは,湾の南岸に位置する坂田におい

てであった.ここには近畿大学水産養殖種苗センターが

あり,その前に設置された養魚いけすのブイ,車のタイ

ヤ,およびロープなどに付着するさまざまなサイズの個

体が, 1994年7月17日から(Kubota, 1996)死亡し始

めた。そして,同年8月1日には,いけすでは,ほぼす

べての個体が死亡していた(Kubota, 1996参照)。死亡

個体は貝殻の口を開き,水深数mの海底に落下したり,

足糸でいけすに付着するものの軟体部が消失してしまっ

たものがほとんどであった。なお,同年の6月29日から

7月9日にかけての毎日の観察では本種の死亡はみられ

なかった(Kubota, 1996参照)0

その後の数カ月の間に,坂田はもちろんのこと,湾口

部北側に位置する天神崎から湾口部南側の番所崎にいた

る田辺湾の全沿岸をカバーする地点において,岩礁であ

れ,堤防であれ,いけすや浮き桟橋であれチレニアイガ

イの生息状況を調査したが,生存個体はまったく残って

いなかったo　加えて,番所崎の南に広がる鉛山湾におい

て,瀬戸漁協前の鮮魚などのいけすにもチレニアイガイ

はみられなかった。

原田・小松(1995)が1994年の6月15日から9月6日

にかけて実施した田辺湾産潮間帯岩礁性動物の分布調査

によると,本種が湾内の南側の湾奥部に生息している記

鋸がなされているが,これは彼らの調査期間の初期には

本種が生息していたためであろう。

消滅の原因の推察

今回の全滅の直接の原因は高水温であろう1994年は

日本各地の沿岸で異常高水温となり,海産養殖動物のへ

い死が新聞などを賑わしたのは周知の事実である。軟体

動物ではアコヤガイの大量死が各地で報じられた。チレ

ニアイガイが他の養殖動物よりも温度耐性が大きいかど

うかは不明であるが,南西諸島に本種の分布がまったく

みられないこと(久保田・山本・能崎, 1995参照)紘,

高水温に弱いことが生息・分布をさまたげる強力な要因

の一つになっているものと推察される.

1994年は,坂田付近で例年にない異常高水温を示した

(宮下　盛氏私信)。近畿大学水産養殖種苗セソクーが日

に2回(10:00と16:30)測定している水温の日変化を,

7月と8月の2か月間おってみると, 7月4日, 7月7

*京都大学理学部附属瀬戸臨海実験所(〒649-22和歌山県西牟婁郡白浜町臨海)



74

日から7月24日までの連続18日間, 7月26日から7月31

日にかけて,および8月の全日において,少なくとも1

回の測定時刻に29.0度C以上の高水温を示した。坂田で

は,一日のうちで水温が最高値を示すのは正午を少し過

ぎた頃である(Kubota, 1996)ことから,上記の期間

中は最高水温が30.0度Cを確実に超え,また少なくとも

数時間はその日に異常高水温にさらされたと推察され

る。特に8月2日から8月9日にかけてと8月31日(7

月は7月15日のみ)紘, 2回の測定時刻とも30.0度Cを

超えていた(8月7日16時30分の32.4度Cが最高水温)0

そして,上述のように,坂田のチレニアイガイは8月1

日にはほぼ全滅した。
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